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①銘柄検索エリア：
取引する銘柄を検索できます。

②銘柄情報：
銘柄情報（名称、コード、市場）/時価情報が表示されます。
発注する取引所を選択できます。

③口座区分：
口座区分が表示されます。
※口座区分は[設定]＞[注文設定]＞[デフォルト設定]より変更できます

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-2.注文設定」参照。)
④買付可能額：

買付可能額が表示されます。

⑤注文発注エリア：
数量/注文条件/執行条件/注文期限等を設定できます。

⑥情報ボード：

[銘柄情報]をクリックすると、情報ボードが表示されます。
選択した銘柄の価格/板/チャート/ニュース/T＆S/個別/信用が確認できます。
【詳細】
・価格:四本値、VWAP、出来高、売買代金など当日の銘柄情報や年初来高安値などを確認できます。
・板:銘柄の板(気配)情報を確認できます。
・チャート:銘柄のチャート情報を確認できます。右クリックで時間足・チャートタイプを変更できます。
・ニュース:銘柄に関するニュースを閲覧できます。
・T＆S:歩み値を確認できます。T&S は、｢Time & Scale｣の略です。
・個別:銘柄に関する基本情報、PER、ROEなどの指標、業績や四季報情報を確認できます。
・信用:証金残(日証金貸借取引残高)と信用残(銘柄別信用取引週末残高)を確認できます。

⑦チャート：
[チャート]をクリックすると、選択した銘柄のチャートを別画面に表示できます。

1.現物取引(国内株)

1-1. 画面構成

4

注文を発注できるほか、銘柄情報もあわせて確認できます。

1 7

2

3

5

6

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf


3

メニューバー[注文]、もしくはメニューバー[全メニュー]をクリックし、項目一覧より[現物 買発注]をクリックすると、
現物買発注画面が表示されます。

1

2

3

4

5

1.現物取引(国内株)

1-2. 現物買通常注文(成行) 

価格を指定せずに買う注文方法です。

1
メニューバー

2
注文入力画面

①～⑤を設定し、[注文確認]をクリックすると、
確認画面が表示されます。

①銘柄：コード番号または[ ]ボタンより銘柄を選択します。

②数量：注文数量を設定します。

③注文条件：[通常注文]を選択します。

④執行条件：[成行]を選択します。
※なし/寄り/引け/IOCのいずれかを選択できます。
なし：通常の成行注文となります。
寄り：寄付のみ有効な成行注文となります。
引け：引けのみ有効な成行注文となります。

IOC：注文執行時の価格で即時に一部または全数量約定させ、

成立しなかった注文数量を失効させる注文となります。

⑤注文期限：注文の有効期限を指定します。
※寄り・引け・IOCの執行条件付き注文時は「当日限り」のみ

選択可能です。

※確認画面を表示しない設定の場合、確認画面は表示されず即注文が執行されます。

確認画面は[設定]＞[取引暗証番号の設定]＞[確認画面設定]より設定できます。

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-3.取引暗証番号設定」参照。)

※口座区分は[設定]＞[注文設定]＞[デフォルト設定]より変更できます

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-2.注文設定」参照。)

※ご注文の際は、「8-1.注文に関する注意事項」を必ずお読みください。

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
2.注文.pptx
2.注文.pptx
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注文内容を確認のうえ、取引暗証番号を入力し、
[注文]をクリックすると注文受付となります。

※内部者登録情報をもとに、内部者取引に該当するお
それがあると当社が判断した場合は、注文時に確認
メッセージが表示されます。その場合は、インサイダー取
引に該当しないことをご申告(チェックを入力)されない
限り注文を発注できません。

注文受付完了となります。

※注文受付通知の表示設定は、[設定]＞[通知設定]>インフォメーションビューより設定できます。
(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-7.通知設定」参照。)

1.現物取引(国内株)

確認画面
3

4
注文受付

【取引暗証番号の保存】

取引暗証番号の保存設定ができます。

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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①～⑤を設定し、[注文確認]をクリックすると、
確認画面が表示されます。

1.現物取引(国内株)

1-3. 現物買通常注文(指値) 

価格を指定して発注する注文方法です。

1
メニューバー

注文入力画面

①銘柄：コード番号または[ ]ボタンより銘柄を選択します。

②数量：注文数量を設定します。

③注文条件：通常を選択します。

④執行条件：指値を選択し、注文価格を入力します。
※なし/寄り/引け/不成・IOCのいずれかを選択できます。
なし：通常の指値注文となります。
寄り：寄付のみ有効な指値注文が発注されます。
引け：引けのみ有効な指値注文が発注されます。
不成：ザラ場中は指値注文として発注し、ザラ場で約定しな
かった場合、引けの時点で成行注文に変更する注文となります。
IOC：注文執行時の価格で即時に一部または全数量約定さ
せ、成立しなかった注文数量を失効させる注文となります。

⑤注文期限：注文の有効期限を指定します。
※寄り・引け・不成・IOCの執行条件付き注文時は、「当日限
り」のみ選択可能です。

5

1

※確認画面を表示しない設定の場合、確認画面は表示されず即注文が執行されます。

確認画面は[設定]＞[取引暗証番号の設定]＞[確認画面設定]より設定できます。

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-3.取引暗証番号設定」参照。)

※口座区分は[設定]＞[注文設定]＞[デフォルト設定]より変更できます

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-2.注文設定」参照。)

※ご注文の際は、「8-1.注文に関する注意事項」を必ずお読みください。

2

3

4

メニューバー[注文]、もしくはメニューバー[全メニュー]をクリックし、項目一覧より[現物 買発注]をクリックすると、
現物買発注画面が表示されます。

2

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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1.現物取引(国内株)

確認画面
3

注文受付

【取引暗証番号の保存】

取引暗証番号の保存設定ができます。

注文内容を確認のうえ、取引暗証番号を入力し、
[注文]をクリックすると注文受付となります。

※内部者登録情報をもとに、内部者取引に該当するお
それがあると当社が判断した場合は、注文時に確認
メッセージが表示されます。その場合は、インサイダー取
引に該当しないことをご申告(チェックを入力)されない
限り注文は発注できません。

注文受付完了となります。

※注文受付通知の表示設定は、[設定]＞[通知設定]>インフォメーションビューより設定できます。
(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-7.通知設定」参照。)

4

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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①～⑥を設定し、[注文確認]をクリックすると、
確認画面が表示されます。

1-4. 現物買特殊注文(逆指値) 

1.現物取引(国内株)

注文する銘柄の株価が、指定した価格（トリガー価格）以上または以下に到達した場合に、あらかじめ指定した
買注文を発注する方法です。

1
メニューバー

注文入力画面

①銘柄：コード番号または[ ]ボタンより銘柄を選択します。

②数量：注文数量を設定します。

③注文条件：逆指値を選択します。

④トリガー価格：株価がトリガー価格に達したら、以下⑤で設定し
た内容が市場に発注されます。

⑤執行条件：指値/成行を選択します。指値を選択した場合は
執行価格も入力します。
指値：株価がトリガー価格に達した場合、執行価格による指値
注文が発注されます。
成行：株価がトリガー価格に達した場合、成行注文が発注さ
れます。

※指値の場合、なし/不成のいずれかを選択できます。

なし：通常の指値注文となります。

不成：ザラ場中は指値注文として発注し、ザラ場で約定しな
かった場合、引けの時点で成行注文に変更する注文となります。

⑥注文期限：注文の有効期限を指定します。

6

1

6

※確認画面を表示しない設定の場合、確認画面は表示されず即注文が執行されます。

確認画面は[設定]＞[取引暗証番号の設定]＞[確認画面設定]より設定できます。

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-3.取引暗証番号設定」参照。)

※口座区分は[設定]＞[注文設定]＞[デフォルト設定]より変更できます

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-2.注文設定」参照。)

※ご注文の際は、「8-1.注文に関する注意事項」を必ずお読みください。

メニューバー[注文]、もしくはメニューバー[全メニュー]をクリックし、項目一覧より[現物 買発注]をクリックすると、
現物買発注画面が表示されます。

2

2

3

5

4

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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1.現物取引(国内株)

確認画面

注文受付

注文内容を確認のうえ、取引暗証番号を入力し、
[注文]をクリックすると注文受付となります。

※内部者登録情報をもとに、内部者取引に該当する
おそれがあると当社が判断した場合は、注文時に確認
メッセージが表示されます。その場合は、インサイダー取
引に該当しないことをご申告(チェックを入力)されない
限り注文を発注できません。

【取引暗証番号の保存】

取引暗証番号の保存設定ができます。

3

注文受付完了となります。

※注文受付通知の表示設定は、[設定]＞[通知設定]>インフォメーションビューより設定できます。
(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-7.通知設定」参照。)

4

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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①～⑦を設定し、[注文確認]をクリックすると、確認
画面が表示されます。

1.現物取引(国内株)

1-5. 現物買特殊注文(OCO) 

「指値」と「逆指値」の買いをセットで同時に注文する方法です。

1
メニューバー

注文入力画面

①銘柄：コード番号または[ ]ボタンより銘柄を選択します。

②数量：注文数量を設定します。

③注文条件：OCOを選択します。

④指値価格：指値として発注する価格を入力します。

⑤逆指値価格：トリガー価格を入力します。

この価格に達すると、④で入力した指値注文を

⑥で入力した注文内容に訂正します。

⑥逆指値詳細条件：
指値：指値価格を入力します。
成行：成行を選択します。

⑦注文期限：注文の有効期限を指定します。

3

5

6

7

1

※確認画面を表示しない設定の場合、確認画面は表示されず即注文が執行されます。

確認画面は[設定]＞[取引暗証番号の設定]＞[確認画面設定]より設定できます。

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-3.取引暗証番号設定」参照。)

※口座区分は[設定]＞[注文設定]＞[デフォルト設定]より変更できます。

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-2.注文設定」参照。)

※ご注文の際は、「8-1.注文に関する注意事項」を必ずお読みください。

メニューバー[注文]、もしくはメニューバー[全メニュー]をクリックし、項目一覧より[現物 買発注]をクリックすると、
現物買発注画面が表示されます。

2

2

4

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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1.現物取引(国内株)

確認画面
3

【アプリケーションを終了するまで、取引暗証番号を省略する】

取引ツールを終了するまで、取引暗証番号の入力が省略できます。

注文内容を確認のうえ、取引暗証番号を入力し、
[注文]をクリックすると注文受付となります。

※内部者登録情報をもとに、内部者取引に該当するお
それがあると当社が判断した場合は、注文時に確認
メッセージが表示されます。その場合は、インサイダー取
引に該当しないことをご申告(チェックを入力)されない
限り注文を発注できません。

注文受付

注文受付完了となります。

※注文受付通知の表示設定は、[設定]＞[通知設定]>インフォメーションビューより設定できます。
(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-7.通知設定」参照。)

4

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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1-6. 現物買特殊注文(IFDONE) 

1.現物取引(国内株)

買注文を発注する時点で、買付約定後の売却注文を同時に注文することができます。

確認画面
1

メニューバー[注文]、もしくはメニューバー[全メニュー]をクリックし、項目一覧より[現物 買発注]をクリックすると、
現物買発注画面が表示されます。
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注文入力画面

1.現物取引(国内株)

①銘柄：コード番号または[ ]ボタンより銘柄を選択します。

②数量：注文数量を設定します。

③注文条件：IFDONEを選択します。

④IF注文：買注文の発注条件を入力します。
指値：指値注文を選択でき、入力した価格で発注します。
※詳細は、「1-3.現物買通常注文(指値)」を参照。
成行：成行注文を選択でき、価格を指定せずに発注します。
逆指値：逆指値注文を選択でき、トリガー価格、執行条件を

設定します。
※詳細は、「1-4.現物買特殊注文(逆指値)」を参照。

⑤DONE注文：買注文を発注する時点で、買付約定後の売却
注文を同時に出すことができます。

指値：指値注文を選択でき、買付約定後、入力した価格で発
注します。

※詳細は、「1-9.現物売通常注文(指値)」を参照。
Tick指値：新規約定価格に入力価格を加算し、指値を設定

して発注します。
逆指値：逆指値注文を選択でき、買付約定後のトリガー価格、

執行条件を設定します。
※詳細は、「1-10.現物売特殊注文(逆指値)」を参照。

⑥注文期限：注文の有効期限を指定します。

1

2
3

4

5

6

①～⑥を設定し、[注文確認]をクリックすると、
確認画面が表示されます。

確認画面
3

【取引暗証番号の保存】

取引暗証番号の保存設定ができます。

注文内容を確認のうえ、取引暗証番号を入力し、
[注文]をクリックすると注文受付となります。

※内部者登録情報をもとに、内部者取引に該当するお
それがあると当社が判断した場合は、注文時に確認
メッセージが表示されます。その場合は、インサイダー取
引に該当しないことをご申告(チェックを入力)されない
限り注文を発注できません。

※確認画面を表示しない設定の場合、確認画面は表示されず即注文が執行されます。

確認画面は[設定]＞[取引暗証番号の設定]＞[確認画面設定]より設定できます。

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-3.取引暗証番号設定」参照。)

※口座区分は[設定]＞[注文設定]＞[デフォルト設定]より変更できます。

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-2.注文設定」参照。)

※ご注文の際は、「8-1.注文に関する注意事項」を必ずお読みください。

2

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf


13

注文受付

注文受付完了となります。

※注文受付通知の表示設定は、[設定]＞[通知設定]>インフォメーションビューより設定できます。
(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-7.通知設定」参照。)

4

1.現物取引(国内株)

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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1-7. 現物買特殊注文(IFDONE-OCO) 

IFDONEとOCOを組み合わせた発注方法です。

メニューバー
1

メニューバー[注文]、もしくはメニューバー[全メニュー]をクリックし、項目一覧より[現物 買発注]をクリックすると、
現物買発注画面が表示されます。

1.現物取引(国内株)
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3
確認画面

【取引暗証番号の保存】

取引暗証番号の保存設定ができます。

2

1

3

4

5
6

7

注文入力画面

①銘柄：コード番号または[ ]ボタンより銘柄を選択します。

②数量：注文数量を設定します。

③注文条件：IFDONE-OCOを選択します。

④IF注文：買注文の発注条件を入力します。
指値：指値注文を選択でき、入力した価格で発注します。
※詳細は、「1-3.現物買通常注文(指値)」を参照。
成行：成行注文を選択でき、価格を指定せずに発注します。
逆指値：逆指値注文を選択でき、トリガー価格、執行条件を

設定します。
※詳細は、「1-4.現物買特殊注文(逆指値)」を参照してください。

⑤DONE注文：買注文を発注する時点で、買付約定後の売却注
文を同時に注文することができます。

指値：指値注文を選択でき、買付約定後、入力した価格で発
注します。

※詳細は、「1-9.現物売通常注文(指値)」を参照。
Tick指値：新規約定価格に入力価格を加算し、指値を設定し

て発注します。

⑥逆指値：逆指値注文を選択でき、トリガー価格、執行条件を
設定します

※詳細は、「1-10.現物売特殊注文(逆指値)」を参照。

⑦注文期限：注文の有効期限を指定します。

①～⑦を設定し、[注文確認]をクリックすると、
確認画面が表示されます。

注文内容を確認のうえ、取引暗証番号を入力し、
[注文]をクリックすると注文受付となります。

※内部者登録情報をもとに、内部者取引に該当するお
それがあると当社が判断した場合は、注文時に確認
メッセージが表示されます。その場合は、インサイダー取
引に該当しないことをご申告(チェックを入力)されない
限り注文を発注できません。

※確認画面を表示しない設定の場合、確認画面は表示されず即注文が執行されます。

確認画面は[設定]＞[取引暗証番号の設定]＞[確認画面設定]より設定できます。

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-3.取引暗証番号設定」参照。)

※口座区分は[設定]＞[注文設定]＞[デフォルト設定]より変更できます。

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-2.注文設定」参照。)

※ご注文の際は、「8-1.注文に関する注意事項」を必ずお読みください。

2

1.現物取引(国内株)

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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注文受付

注文受付完了となります。

※注文受付通知の表示設定は、[設定]＞[通知設定]>インフォメーションビューより設定できます。
(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-7.通知設定」参照。)

4

1.現物取引(国内株)

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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1-8. 現物売通常注文(成行) 

価格を指定せずに売る注文方法です。

1
メニューバー

メニューバー[注文]、もしくはメニューバー[全メニュー]をクリックし、項目一覧より[現物 売発注]をクリックすると、
残高選択画面が表示されます。売却希望銘柄の[売却]をクリックします。

1.現物取引(国内株)
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①～④を設定し、[注文確認]をクリックすると、
確認画面が表示されます。

①数量：注文数量を設定します。

②注文条件：通常注文を選択します。

③執行条件：成行を選択します。

※なし/寄り/引け/IOCのいずれかを選択できます。
なし：通常の成行注文となります。
寄り：寄付のみ有効な成行注文となります。
引け：引けのみ有効な成行注文となります。

IOC：注文執行時の価格で即時に一部または全数量約定さ
せ、成立しなかった注文数量を失効させる注文となります。

④注文期限：注文の有効期限を指定します。
※寄り・引け・IOCの執行条件付き注文時は、｢当日限り｣のみ
選択可能です。

注文入力画面

3
確認画面

4
注文受付

1

4

2

3

【取引暗証番号の保存】

取引暗証番号の保存設定ができます。

注文内容を確認のうえ、取引暗証番号を入力し、
[注文]をクリックすると注文受付となります。

※内部者登録情報をもとに、内部者取引に該当するお
それがあると当社が判断した場合は、注文時に確認
メッセージが表示されます。その場合は、インサイダー取
引に該当しないことをご申告(チェックを入力)されない
限り注文を発注できません

注文受付完了となります。

※注文受付通知の表示設定は、[設定]＞[通知設定]>インフォメーションビューより設定できます。
(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-7.通知設定」参照。)

※確認画面を表示しない設定の場合、確認画面は表示されず即注文が執行されます。

確認画面は[設定]＞[取引暗証番号の設定]＞[確認画面設定]より設定できます。

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-3.取引暗証番号設定」参照。)

※口座区分は[設定]＞[注文設定]＞[デフォルト設定]より変更できます。

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-2.注文設定」参照。)

※ご注文の際は、「8-1.注文に関する注意事項」を必ずお読みください。

2

1.現物取引(国内株)

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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1-9. 現物売通常注文(指値) 

価格を指定して売る注文方法です。

1
メニューバー

メニューバー[注文]、もしくはメニューバー[全メニュー]をクリックし、項目一覧より[現物 売発注]をクリックすると、
残高選択画面が表示されます。売却希望銘柄の[売却]をクリックします。

1.現物取引(国内株)
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①～④を設定し、[注文確認]をクリックすると、
確認画面が表示されます。

①数量：注文数量を設定します。

②注文条件：通常を選択します。

③執行条件：指値を選択します。

※なし/寄り/引け/不成/IOCのいずれかを選択できます。
なし：通常の成行注文となります。
寄り：寄付のみ有効な成行注文となります。
引け：引けのみ有効な成行注文となります。

不成：ザラ場中は指値注文として発注し、ザラ場で約定しな
かった場合 、引けの時点で成行注文に変更する注文となります。

IOC：注文執行時の価格で即時に一部または全数量約定さ
せ、成立しなかった注文数量を失効させる注文となります。

④注文期限：注文の有効期限を指定します。

※寄り・引け・不成・IOCの執行条件付き注文時は、｢当日中｣
のみ選択可能です。

注文入力画面

3
確認画面

1

2

3

4

【取引暗証番号の保存】

取引暗証番号の保存設定ができます。

注文内容を確認のうえ、取引暗証番号を入力し、
[注文]をクリックすると注文受付となります。

※内部者登録情報をもとに、内部者取引に該当するお
それがあると当社が判断した場合は、注文時に確認
メッセージが表示されます。その場合は、インサイダー取
引に該当しないことをご申告(チェックを入力)されない
限り注文を発注できません

※確認画面を表示しない設定の場合、確認画面は表示されず即注文が執行されます。

確認画面は[設定]＞[取引暗証番号の設定]＞[確認画面設定]より設定できます。

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-3.取引暗証番号設定」参照。)

※口座区分は[設定]＞[注文設定]＞[デフォルト設定]より変更できます。

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-2.注文設定」参照。)

※ご注文の際は、「8-1.注文に関する注意事項」を必ずお読みください。

2

4
注文受付

注文受付完了となります。

※注文受付通知の表示設定は、[設定]＞[通知設定]>インフォメーションビューより設定できます。
(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-7.通知設定」参照。)

1.現物取引(国内株)

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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1-10. 現物売特殊注文(逆指値) 

注文する銘柄の株価が、指定した価格（トリガー価格）以上または以下に到達した場合に、あらかじめ指定した
売注文を発注する方法です。

1
メニューバー

メニューバー[注文]、もしくはメニューバー[全メニュー]をクリックし、項目一覧より[現物 売発注]をクリックすると、
残高選択画面が表示されます。売却希望銘柄の[売却]をクリックします。

1.現物取引(国内株)
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①～⑤を設定し、[注文確認]をクリックすると、
確認画面が表示されます。

①数量：注文数量を設定します。

②注文条件：逆指値を選択します。

③トリガー価格：株価がトリガー価格に達したら、以下④で設定し

た内容が市場に発注されます。

④執行条件：指値/成行を選択します。指値を選択した場合は
執行価格も入力します。
指値：株価がトリガー価格に達した場合、執行価格による指値
注文が発注されます。
成行：株価がトリガー価格に達した場合、成行注文が発注され
ます。

※指値の場合、なし/不成のいずれかを選択できます。

なし：通常の指値注文となります。

不成：ザラ場中は指値注文として発注し、ザラ場で約定しな
かった場合、引けの時点で成行注文に変更する注文となります。

⑤注文期限：注文の有効期限を指定します。

1 2

4

注文入力画面

3
確認画面

3

【取引暗証番号の保存】

取引暗証番号の保存設定ができます。

注文内容を確認のうえ、取引暗証番号を入力し、
[注文]をクリックすると注文受付となります。

※内部者登録情報をもとに、内部者取引に該当するお
それがあると当社が判断した場合は、注文時に確認
メッセージが表示されます。その場合は、インサイダー取
引に該当しないことをご申告(チェックを入力)されない
限り注文を発注できません

5

※確認画面を表示しない設定の場合、確認画面は表示されず即注文が執行されます。

確認画面は[設定]＞[取引暗証番号の設定]＞[確認画面設定]より設定できます。

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-3.取引暗証番号設定」参照。)

※口座区分は[設定]＞[注文設定]＞[デフォルト設定]より変更できます。

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-2.注文設定」参照。)

※ご注文の際は、「8-1.注文に関する注意事項」を必ずお読みください。

2

4
注文受付

注文受付完了となります。

※注文受付通知の表示設定は、[設定]＞[通知設定]>インフォメーションビューより設定できます。
(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-7.通知設定」参照。)

1.現物取引(国内株)

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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1.現物取引(国内株)

1-11. 現物売特殊注文(OCO) 

「指値」と「逆指値」の売りをセットで同時に注文する方法です。

1
メニューバー

メニューバー[注文]、もしくはメニューバー[全メニュー]をクリックし、項目一覧より[現物 売発注]をクリックすると、
残高選択画面が表示されます。売却希望銘柄の[売却]をクリックします。
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①～⑥を設定し、[注文確認]をクリックすると、
確認画面が表示されます。

①数量：注文数量を設定します。

②注文条件：OCOを選択します。

③指値価格：指値として発注する価格を入力します。

④逆指値価格：トリガー価格を入力します。この価格に達すると、
③で入力した指値注文を⑤で入力した注文内
容に訂正します。

⑤逆指値詳細条件：

指値：指値価格を入力します。

成行：成行を選択します。

⑥注文期限：注文の有効期限を指定します。

1.現物取引(国内株)

注文入力画面

確認画面

1

3

2

4

5

6

【取引暗証番号の保存】

取引暗証番号の保存設定ができます。

注文内容を確認のうえ、取引暗証番号を入力し、
[注文]をクリックすると注文受付となります。

※内部者登録情報をもとに、内部者取引に該当するお
それがあると当社が判断した場合は、注文時に確認
メッセージが表示されます。その場合は、インサイダー取
引に該当しないことをご申告(チェックを入力)されない
限り注文を発注できません

※確認画面を表示しない設定の場合、確認画面は表示されず即注文が執行されます。

確認画面は[設定]＞[取引暗証番号の設定]＞[確認画面設定]より設定できます。

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-3.取引暗証番号設定」参照。)

※口座区分は[設定]＞[注文設定]＞[デフォルト設定]より変更できます。

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-2.注文設定」参照。)

※ご注文の際は、「8-1.注文に関する注意事項」を必ずお読みください。

2

3

4
注文受付

注文受付完了となります。

※注文受付通知の表示設定は、[設定]＞[通知設定]>インフォメーションビューより設定できます。
(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-7.通知設定」参照。)

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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1

2

3

6

2-1. 画面構成

4

5

①銘柄選択エリア：
取引する銘柄を選択できます。

②銘柄情報：
銘柄情報（名称、コード、市場）/時価情報が表示されます。
発注する取引所を選択できます。

③口座区分：
口座区分が表示されます。
※口座区分は[設定]＞[注文設定]＞[デフォルト設定]より変更できます

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-2.注文設定」参照。)

④建玉可能額エリア：
建玉可能額/保証金維持率が表示されます。

⑤注文発注エリア：
数量/注文条件/執行条件/注文期限等を設定できます。

⑥情報ボード：

[銘柄情報]をクリックすると、情報ボードが表示されます。
選択した銘柄の価格/板/チャート/ニュース/T＆S/個別/信用が確認できます。
【詳細】
・価格:四本値、VWAP、出来高、売買代金など当日の銘柄情報や年初来高安値などを確認できます。
・板:銘柄の板(気配)情報を確認できます。
・チャート:銘柄のチャート情報を確認できます。右クリックで時間足・チャートタイプを変更できます。
・ニュース:銘柄に関するニュースを閲覧できます。
・T＆S:歩み値を確認できます。T&S は、｢Time & Scale｣の略です。
・個別:銘柄に関する基本情報、PER、ROEなどの指標、業績や四季報情報を確認できます。
・信用:証金残(日証金貸借取引残高)と信用残(銘柄別信用取引週末残高)を確認できます。

⑦チャート：
[チャート]をクリックすると選択した銘柄のチャートを別画面に表示できます。

4

7

2.信用取引

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf


26

メニューバー[注文]、もしくは[全メニュー]をクリックし、項目一覧より

[信用新規 買発注]、[信用新規 売発注]をクリックすると、注文入力画面が表示されます。

2-2. 信用新規通常注文(成行) 

価格を指定せずに、信用新規にて買う(売る)注文方法です。

1
メニューバー

2.信用取引



27

注文入力画面

確認画面

注文内容を確認のうえ、取引暗証番号を入力し、
[注文]をクリックすると注文受付となります。

※内部者登録情報をもとに、内部者取引に該当する
おそれがあると当社が判断した場合は、注文時に確認
メッセージが表示されます。その場合は、インサイダー取
引に該当しないことをご申告(チェックを入力)されない
限り注文を発注できません。

①銘柄：コード番号または[ ]ボタンより銘柄を選択します。

②売買：売/買を選択します。

③信用区分：制度/無期限/1日を選択します。

④数量：注文数量を設定します。

⑤注文条件：通常注文を選択します。

⑥執行条件：成行を選択します。

※なし/寄り/引け/IOCのいずれかを選択できます。
なし：通常の成行注文となります。
寄り：寄付のみ有効な成行注文となります。
引け：引けのみ有効な成行注文となります。
IOC：注文執行時の価格で即時に一部または全数量約定さ
せ、成立しなった注文数量を失効させる注文となります。

⑦注文期限：注文の有効期限を指定します。
※寄り・引け・IOCの執行条件付き注文時は、「当日限り」のみ
選択可能です。

①～⑦を設定し、[注文確認]をクリックすると、
確認画面が表示されます。

1

2
3

4

5

6

7

【アプリケーションを終了するまで、取引暗証番号を省略する】

取引ツールを終了するまで、取引暗証番号の入力が省略できます。

4 注文受付

注文受付完了となります。

※確認画面を表示しない設定の場合、確認画面は表示されず即注文が執行されます。

確認画面は[設定]＞[取引暗証番号の設定]＞[確認画面設定]より設定できます。

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-3.取引暗証番号設定」参照。)

※口座区分は[設定]＞[注文設定]＞[デフォルト設定]より変更できます。

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-2.注文設定」参照。)

※ご注文の際は、「8-1.注文に関する注意事項」を必ずお読みください。

※注文受付通知の表示設定は、[設定]＞[通知設定]>
インフォメーションビューより設定できます。
(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-7.通知設定」参照。)

2

3

2.信用取引

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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2-3. 信用新規通常注文(指値)

価格を指定して、信用新規にて買う（売る）注文方法です。

メニューバー[注文]、もしくは[全メニュー]をクリックし、項目一覧より

[信用新規 買発注]、[信用新規 売発注]をクリックすると、注文入力画面が表示されます。

1
メニューバー

2.信用取引
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1

3

①～⑦を設定し、[注文確認]をクリックすると、
確認画面が表示されます。

注文入力画面

7

確認画面

注文内容を確認のうえ、取引暗証番号を入力し、
[注文]をクリックすると注文受付となります。

※内部者登録情報をもとに、内部者取引に該当する
おそれがあると当社が判断した場合は、注文時に確
認メッセージが表示されます。その場合は、インサイ
ダー取引に該当しないことをご申告(チェックを入力)さ
れない限り注文を発注できません。

①銘柄：コード番号または[ ]ボタンより銘柄を選択します。

②売買：売/買を選択します。

③信用区分：制度/無期限/1日を選択します。

④数量：注文数量を設定します。

⑤注文条件：通常注文を選択します。

⑥執行条件：指値を選択し、注文価格を入力します。

※なし/寄り/引け/不成/IOCのいずれかを選択できます。
なし：通常の指値注文となります。
寄り：寄付のみ有効な指値注文となります。
引け：引けのみ有効な指値注文となります。
不成：ザラ場中は指値注文として発注し、ザラ場で約定しなか
った場合、引けの時点で成行に注文に変更する注文となります。

IOC：注文執行時の価格で即時に一部または全数量約定
させ、成立しなかった注文数量を失効させる注文となります。

⑦注文期限：注文の有効期限を指定します。

※寄り・引け・不成・IOCの執行条件付き注文時は、「当日限
り」のみ選択可能です。

【アプリケーションを終了するまで、取引暗証番号を省略する】

取引ツールを終了するまで、取引暗証番号の入力が省略できます。

7

※確認画面を表示しない設定の場合、確認画面は表示されず即注文が執行されます。

確認画面は[設定]＞[取引暗証番号の設定]＞[確認画面設定]より設定できます。

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-3.取引暗証番号設定」参照。)

※口座区分は[設定]＞[注文設定]＞[デフォルト設定]より変更できます。

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-2.注文設定」参照。)

※ご注文の際は、「8-1.注文に関する注意事項」を必ずお読みください。

2

3

1

2

4

5

2.信用取引

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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注文入力画面

注文受付完了となります。

※注文受付通知の表示設定は、[設定]＞[通知設定]>インフォメーションビューより設定できます。
(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-7.通知設定」参照。)

4

2.信用取引

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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2-4. 信用新規特殊注文(逆指値) 

注文する銘柄の株価が、指定した価格(トリガー価格)以上、または以下に到達した場合に、あらかじめ指定した
注文を発注する方法です。

メニューバー[注文]、もしくは[全メニュー]をクリックし、項目一覧より

[信用新規 買発注]、[信用新規 売発注]をクリックすると、注文入力画面が表示されます。

1
メニューバー

2.信用取引
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2 3

4

6

7

8

①～⑧を設定し、[注文確認]をクリックすると、
確認画面が表示されます。

2 注文入力画面

3 確認画面

①銘柄：コード番号または[ ]ボタンより銘柄を選択します。

②売買：売/買を選択します。

③信用区分：制度/無期限/1日を選択します。

④数量：注文数量を設定します。

⑤注文条件：逆指値を選択します。

⑥トリガー価格：株価がトリガー価格に達したら、以下⑦で設定し

た内容が市場に発注されます。

⑦執行条件：指値/成行を選択します。指値を選択した場合は
執行価格も入力します。

指値：株価がトリガー価格に達した場合、執行価格による指
値注文が発注されます。
成行：株価がトリガー価格に達した場合、成行注文が発注さ
されます。
※指値の場合、なし/不成のいずれかを選択できます。
なし：通常の指値注文となります。
不成：ザラ場中は指値注文として発注し、ザラ場で約定しな
かった場合、引けの時点で成行注文に変更する注文となります。

⑧注文期限：注文の有効期限を指定します。

【アプリケーションを終了するまで、取引暗証番号を省略する】

取引ツールを終了するまで、取引暗証番号の入力が省略できます。

1

注文内容を確認のうえ、取引暗証番号を入力し、
[注文]をクリックすると注文受付となります。

※内部者登録情報をもとに、内部者取引に該当するお
それがあると当社が判断した場合は、注文時に確認
メッセージが表示されます。その場合は、インサイダー取
引に該当しないことをご申告(チェックを入力)されない
限り注文を発注できません。

※確認画面を表示しない設定の場合、確認画面は表示されず即注文が執行されます。

確認画面は[設定]＞[取引暗証番号の設定]＞[確認画面設定]より設定できます。

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-3.取引暗証番号設定」参照。)

※口座区分は[設定]＞[注文設定]＞[デフォルト設定]より変更できます。

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-2.注文設定」参照。)

※ご注文の際は、「8-1.注文に関する注意事項」を必ずお読みください。

5

4 注文受付

注文受付完了となります。

※注文受付通知の表示設定は、[設定]＞[通知設定]>
インフォメーションビューより設定できます。
(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-7.通知設定」参照。)

2.信用取引

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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①～⑨を設定し、[注文確認]をクリックすると、
確認画面が表示されます。

2-5. 信用新規特殊注文(OCO) 

「指値」と「逆指値」をセットで同時に注文する方法です。

2 注文入力画面

①銘柄：コード番号または[ ]ボタンより銘柄を選択します。

②売買：売/買を選択します。

③信用区分：制度/無期限/1日を選択します。

④数量：注文数量を設定します。

⑤注文条件：OCOを選択します。

⑥指値価格：指値として発注する価格を入力します。

⑦逆指値価格：トリガー価格を入力します。この価格に達すると、

⑥で入力した指値を⑧で入力した注文価格に
訂正します。

⑧逆指値詳細条件：

指値：指値価格を入力します。
成行：成行を選択します。

⑨注文期限：注文の有効期限を指定します。

9

1

2 3

4

5

6 7

8

※確認画面を表示しない設定の場合、確認画面は表示されず即注文が執行されます。

確認画面は[設定]＞[取引暗証番号の設定]＞[確認画面設定]より設定できます。

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-3.取引暗証番号設定」参照。)

※口座区分は[設定]＞[注文設定]＞[デフォルト設定]より変更できます。

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-2.注文設定」参照。)

※ご注文の際は、「8-1.注文に関する注意事項」を必ずお読みください。

メニューバー[注文]、もしくは[全メニュー]をクリックし、項目一覧より

[信用新規 買発注]、[信用新規 売発注]をクリックすると、注文入力画面が表示されます。

1
メニューバー

2.信用取引

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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確認画面3

4 注文受付

【アプリケーションを終了するまで、取引暗証番号を省略する】

取引ツールを終了するまで、取引暗証番号の入力が省略できます。

注文内容を確認のうえ、取引暗証番号を入力し、
[注文]をクリックすると注文受付となります。

※内部者登録情報をもとに、内部者取引に該当するお
それがあると当社が判断した場合は、注文時に確認
メッセージが表示されます。その場合は、インサイダー取
引に該当しないことをご申告(チェックを入力)されない
限り注文を発注できません。

注文受付完了となります。

※注文受付通知の表示設定は、[設定]＞[通知設定]>インフォメーションビューより設定できます。
(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-7.通知設定」参照。)

2.信用取引

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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2-6. 信用新規特殊注文(IFDONE) 

新規建て注文を発注する時点で、約定後の返済注文を同時に注文することができます。

メニューバー[注文]、もしくは[全メニュー]をクリックし、項目一覧より

[信用新規 買発注]、[信用新規 売発注]をクリックすると、注文入力画面が表示されます。

1
メニューバー

2.信用取引
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①～⑧を設定し、[注文確認]をクリックすると、
確認画面が表示されます。

注文入力画面

3 確認画面

2 3

4 5

6

7

8

①銘柄：コード番号または[ ]ボタンより銘柄を選択します。

②売買：売/買を選択します。

③信用区分：制度/無期限/1日を選択します。

④数量：注文数量を設定します。

⑤注文条件：IFDONEを選択します。

⑥IF注文：新規注文の発注条件を入力します。

指値：指値注文を選択でき、入力した価格で発注します。
※詳細は「2-3.信用新規通常注文(指値)」を参照。
成行：成行注文を選択でき、価格を指定せずに発注します。
逆指値：逆指値注文を選択でき、トリガー価格、執行条件を
設定します。
※詳細は「2-4.信用新規特殊注文(逆指値)」を参照。

⑦DONE注文：新規注文を発注する時点で、新規注文約定後

の返済注文を同時に発注することができます。
指値：指値注文を選択でき、新規注文約定後、入力した価

格で発注します。
※詳細は「2-9.信用返済通常注文(指値)」を参照。
Tick指値：新規約定価格に入力価格を加算し、指値を

設定して発注します。
逆指値：逆指値注文を選択でき、トリガー価格、執行条件を

設定します
※詳細は「2-10.信用返済特殊注文(逆指値)」を参照。

⑧注文期限：注文の有効期限を指定します。

1

注文内容を確認のうえ、取引暗証番号を入力し、
[注文]をクリックすると注文受付となります。

※内部者登録情報をもとに、内部者取引に該当するお
それがあると当社が判断した場合は、注文時に確認
メッセージが表示されます。その場合は、インサイダー取
引に該当しないことをご申告(チェックを入力)されない
限り注文を発注できません。

※確認画面を表示しない設定の場合、確認画面は表示されず即注文が執行されます。

確認画面は[設定]＞[取引暗証番号の設定]＞[確認画面設定]より設定できます。

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-3.取引暗証番号設定」参照。)

※口座区分は[設定]＞[注文設定]＞[デフォルト設定]より変更できます。

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-2.注文設定」参照。)

※ご注文の際は、「8-1.注文に関する注意事項」を必ずお読みください。

2

【アプリケーションを終了するまで、取引暗証番号を省略する】

取引ツールを終了するまで、取引暗証番号の入力が省略できます。

2.信用取引

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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注文受付

注文受付完了となります。

※注文受付通知の表示設定は、[設定]＞[通知設定]>インフォメーションビューより設定できます。
(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-7.通知設定」参照。)

2.信用取引

4

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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2-7. 信用新規特殊注文(IFDONE-OCO) 

IFDONEとOCOを組み合わせた発注方法です。

1
メニューバー

メニューバー[注文]、もしくは[全メニュー]をクリックし、項目一覧より

[信用新規 買発注]、[信用新規 売発注]をクリックすると、注文入力画面が表示されます。

2.信用取引
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注文入力画面

①銘柄：コード番号または[ ]ボタンより銘柄を選択します。

②売買：売/買を選択します。

③信用区分：制度/無期限/1日を選択します。

④数量：注文数量を設定します。

⑤注文条件：IFDONE-OCOを選択します。

⑥IF注文：新規注文の発注条件を入力します。

指値：指値注文を選択でき、入力した価格で発注します。
※詳細は「2-3.信用新規通常注文(指値)」を参照。
成行：成行注文を選択でき、価格を指定せずに発注します。
逆指値：逆指値注文を選択でき、トリガー価格、執行条件を

設定します。
※詳細は「2-4.信用新規特殊注文(逆指値)」を参照。

⑦DONE注文：新規注文を発注する時点で、新規注文約定後

の売却注文を同時に発注することができます。
指値：指値注文を選択でき、新規注文約定後、入力した価

格で発注します。
※詳細は「2-9.信用返済通常注文(指値)｣を参照。
Tick指値：新規約定価格に入力価格を加算し、指値を設定

して発注します。

⑧逆指値：逆指値注文を選択でき、トリガー価格、執行条件を

設定します。
※詳細は「2-10.信用返済特殊注文(逆指値)｣を参照。

⑨注文期限：注文の有効期限を指定します。

1

2 3

4

5

6

7

8

9

①～⑨を設定し、[注文確認]をクリックすると、
確認画面が表示されます。

※確認画面を表示しない設定の場合、確認画面は表示されず即注文が執行されます。

確認画面は[設定]＞[取引暗証番号の設定]＞[確認画面設定]より設定できます。

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-3.取引暗証番号設定」参照。)

※口座区分は[設定]＞[注文設定]＞[デフォルト設定]より変更できます。

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-2.注文設定」参照。)

※ご注文の際は、「8-1.注文に関する注意事項」を必ずお読みください。

2

2.信用取引

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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確認画面3

4
注文受付

注文内容を確認のうえ、取引暗証番号を入力し、
[注文]をクリックすると注文受付となります。

※内部者登録情報をもとに、内部者取引に該当する
おそれがあると当社が判断した場合は、注文時に確認
メッセージが表示されます。その場合は、インサイダー取
引に該当しないことをご申告(チェックを入力)されない
限り注文を発注できません。

【アプリケーションを終了するまで、取引暗証番号を省略する】

取引ツールを終了するまで、取引暗証番号の入力が省略できます。

注文受付完了となります。

※注文受付通知の表示設定は、[設定]＞[通知設定]>インフォメーションビューより設定できます。
(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-7.通知設定」参照。)

2.信用取引

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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2-8. 信用返済通常注文(成行)

価格を指定せずに、信用返済にて買う(売る)注文方法です。

1

2

1
メニューバー

2.信用取引

メニューバー[注文]、もしくはメニューバー[全メニュー]をクリックし、

項目一覧より[信用返済発注]をクリックすると、建玉選択画面が表示されます。

建玉選択画面から返済したい建玉を選択します。

①チェック欄をクリックすると、[返済数量]欄に保有株数が表示されます。
※一部返済をする場合は、①チェック欄をクリックせずに、返済数量を入力します。

返済数量を指定した場合、[設定]＞[注文設定]＞[建玉選択の優先順位]順に建玉が選択されます

(注文設定の詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-2.注文設定」参照)。

②[返済]をクリックすると、返済注文入力画面が表示されます。

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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①注文条件：通常注文を選択します。

②執行条件：成行を選択します。

※なし/寄り/引け/IOCのいずれかを選択できます。
なし：通常の成行注文となります。
寄り：寄り付きのみ有効な成行注文となります。
引け：引けのみ有効な成行注文となります。

IOC：注文執行時の価格で即時に一部または全数量約定さ
せ、成立しなかった注文数量を失効させる注文となります。

③注文期限：注文の有効期限を指定します。
※寄り・引け・IOCの執行条件付き注文時は、「当日限り」のみ
選択可能です。

3

注文入力画面

1

2

3

確認画面

注文内容を確認のうえ、取引暗証番号を入力し、
[注文]をクリックすると注文受付となります。

※内部者登録情報をもとに、内部者取引に該当する
おそれがあると当社が判断した場合は、注文時に確認
メッセージが表示されます。その場合は、インサイダー取
引に該当しないことをご申告(チェックを入力)されない
限り注文を発注できません。

【アプリケーションを終了するまで、取引暗証番号を省略する】

取引ツールを終了するまで、取引暗証番号の入力が省略できます。

①～③を設定し、[注文確認]をクリックすると、
確認画面が表示されます。

※確認画面を表示しない設定の場合、確認画面は表示されず即時発注されます。

確認画面は[設定]＞[取引暗証番号の設定]＞[確認画面設定]より設定できます。

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-3.取引暗証番号設定」参照。)

※ご注文の際は、「8-1.注文に関する注意事項」を必ずお読みください。

2

2.信用取引

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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確認画面4

注文受付完了となります。

※注文受付通知の表示設定は、[設定]＞[通知設定]>インフォメーションビューより設定できます。
(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-7.通知設定」参照。)

2.信用取引
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2-9. 信用返済通常注文(指値)

価格を指定して発注する注文方法です。

1

2

1
メニューバー

2.信用取引

メニューバー[注文]、もしくはメニューバー[全メニュー]をクリックし、

項目一覧より[信用返済発注]をクリックすると、建玉選択画面が表示されます。

建玉選択画面から返済したい建玉を選択します。

①チェック欄をクリックすると、[返済数量]欄に保有株数が表示されます。
※一部返済をする場合は、①チェック欄をクリックせずに、返済数量を入力します。

返済数量を指定した場合、[設定]＞[注文設定]＞[建玉選択の優先順位]順に建玉が選択されます

(注文設定の詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-2.注文設定」参照)。

②[返済]をクリックすると、返済注文入力画面が表示されます。

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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1

2

3

①注文条件：通常注文を選択します。

②執行条件：指値を選択し、注文価格を入力します。
※なし/寄り/引け/不成/IOCのいずれかを選択できます。
なし：通常の指値注文となります。
寄り：寄付のみ有効な指値注文が発注されます。
引け：引けのみ有効な指値注文が発注されます。
不成：ザラ場中は指値注文として発注し、ザラ場で約定しな
かった場合、引けの時点で成行注文に変更する注文となります。

IOC：注文執行時の価格で即時に一時または全数量約定さ
せ、成立しなかった注文数量を失効させる注文となります。

③注文期限：注文の有効期限を指定します。
※寄り・引け・不成・IOCの執行条件付き注文時は、「当日限
り」のみ選択可能です。

注文入力画面

確認画面3

注文受付4

【アプリケーションを終了するまで、取引暗証番号を省略する】

取引ツールを終了するまで、取引暗証番号の入力が省略できます。

①～③を設定し、[注文確認]をクリックすると、
確認画面が表示されます。

注文内容を確認のうえ、取引暗証番号を入力し、
[注文]をクリックすると注文受付となります。

※内部者登録情報をもとに、内部者取引に該当するお
それがあると当社が判断した場合は、注文時に確認
メッセージが表示されます。その場合は、インサイダー取
引に該当しないことをご申告(チェックを入力)されない
限り注文を発注できません。

注文受付完了となります。

※注文受付通知の表示設定は、[設定]＞[通知設定]>インフォメーションビューより設定できます。
(詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-7.通知設定」参照。)

2

2.信用取引

※確認画面を表示しない設定の場合、確認画面は表示されず即時発注されます。

確認画面は[設定]＞[取引暗証番号の設定]＞[確認画面設定]より設定できます。

(詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-3.取引暗証番号設定」参照。)

※ご注文の際は、「8-1.注文に関する注意事項」を必ずお読みください。

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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2-10. 信用返済特殊注文(逆指値)

注文する銘柄の株価が、指定した価格(トリガー価格)以上、または以下に到達した場合に、あらかじめ指定した
注文を発注する方法です。

1

2

1
メニューバー

2.信用取引

メニューバー[注文]、もしくはメニューバー[全メニュー]をクリックし、

項目一覧より[信用返済発注]をクリックすると、建玉選択画面が表示されます。

建玉選択画面から返済したい建玉を選択します。

①チェック欄をクリックすると、[返済数量]欄に保有株数が表示されます。
※一部返済をする場合は、①チェック欄をクリックせずに、返済数量を入力します。

返済数量を指定した場合、[設定]＞[注文設定]＞[建玉選択の優先順位]順に建玉が選択されます

(注文設定の詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-2.注文設定」参照)。

②[返済]をクリックすると、返済注文入力画面が表示されます。

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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注文入力画面2

3 確認画面

①注文条件：逆指値を選択します。

②トリガー価格：株価がトリガー価格に達したら、以下③で設定
した内容が市場に発注されます。

③執行条件：指値/成行を選択します。指値を選択した場合は

執行価格も入力します。
指値：株価がトリガー価格に達した場合、執行価格による指値
注文が発注されます。
成行：株価がトリガー価格に達した場合、成行注文が発注さ
れます。

※指値の場合、なし/不成のいずれかを選択できます。

なし：通常の指値注文となります。

不成：ザラ場中は指値注文として発注し、ザラ場で約定しな
かった場合 、引けの時点で成行注文に変更する注文となります。

④注文期限：注文期限を選択します。

①～④を設定し、[注文確認]をクリックすると、
確認画面が表示されます。

1

2

3

4

注文内容を確認のうえ、取引暗証番号を入力し、
[注文]をクリックすると注文受付となります。

※内部者登録情報をもとに、内部者取引に該当するお
それがあると当社が判断した場合は、注文時に確認
メッセージが表示されます。その場合は、インサイダー取
引に該当しないことをご申告(チェックを入力)されない
限り注文を発注できません。

【アプリケーションを終了するまで、取引暗証番号を省略する】

取引ツールを終了するまで、取引暗証番号の入力が省略できます。

注文受付完了となります。

※注文受付通知の表示設定は、[設定]＞[通知設定]>
インフォメーションビューより設定できます。
(詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-7.通知設定」参照。)

注文受付4

2.信用取引

※確認画面を表示しない設定の場合、確認画面は表示されず即時発注されます。

確認画面は[設定]＞[取引暗証番号の設定]＞[確認画面設定]より設定できます。

(詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-3.取引暗証番号設定」参照。)

※ご注文の際は、「8-1.注文に関する注意事項」を必ずお読みください。

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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2-11. 信用返済特殊注文(OCO)

「指値」と「逆指値」をセットで同時に注文する方法です。

1

2

1
メニューバー

2.信用取引

メニューバー[注文]、もしくはメニューバー[全メニュー]をクリックし、

項目一覧より[信用返済発注]をクリックすると、建玉選択画面が表示されます。

建玉選択画面から返済したい建玉を選択します。

①チェック欄をクリックすると、[返済数量]欄に保有株数が表示されます。
※一部返済をする場合は、①チェック欄をクリックせずに、返済数量を入力します。

返済数量を指定した場合、[設定]＞[注文設定]＞[建玉選択の優先順位]順に建玉が選択されます

(注文設定の詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-2.注文設定」参照)。

②[返済]をクリックすると、返済注文入力画面が表示されます。

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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①注文条件：OCOを選択します。

②指値価格：指値として発注する価格を入力します。

③逆指値価格：トリガー価格を入力します。この価格に達すると、

②で入力した指値注文を④で入力した注文へ
訂正します。

④逆指値詳細条件：

指値：指値価格を入力します。

成行：成行を選択します。

⑤注文期限：注文の有効期限を指定します。

①～⑤を設定し、[確認]をクリックすると、
確認画面が表示されます。

1

2 3

注文入力画面

3 確認画面

4

5

【アプリケーションを終了するまで、取引暗証番号を省略する】

取引ツールを終了するまで、取引暗証番号の入力が省略できます。

注文内容を確認のうえ、取引暗証番号を入力し、
[注文]をクリックすると注文受付となります。

※内部者登録情報をもとに、内部者取引に該当するお
それがあると当社が判断した場合は、注文時に確認
メッセージが表示されます。その場合は、インサイダー取
引に該当しないことをご申告(チェックを入力)されない
限り注文を発注できません。

2

注文受付完了となります。

※注文受付通知の表示設定は、[設定]＞[通知設定]>
インフォメーションビューより設定できます。
(詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-7.通知設定」参照。)

注文受付4

2.信用取引

※確認画面を表示しない設定の場合、確認画面は表示されず即時発注されます。

確認画面は[設定]＞[取引暗証番号の設定]＞[確認画面設定]より設定できます。

(詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-3.取引暗証番号設定」参照。)

※ご注文の際は、「8-1.注文に関する注意事項」を必ずお読みください。

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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メニューバー[注文]、もしくはメニューバー[全メニュー]をクリックし、
項目一覧より[品受・品渡依頼]をクリックすると、『DMM株 STANDARD』が立ち上がります。

メニュー画面より①[資産状況]＞②[残高照会]＞③[信用]をクリックすると、

保有している信用建玉の一覧画面が表示されます。

2-12. 品受/品渡

品受・・・信用買建玉に対し、現金を支払い、現物として引き取ることで決済する方法です。

品渡・・・信用売建玉に対し、保有現物株(同一銘柄・同一数量)を相殺することで決済する方法です。

メニューバー

1

2

3

1

2.信用取引
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残高照会画面より返済する銘柄名の右側にある [▶] ボタンをクリックし、
保有建玉の明細を表示します。

品受・品渡をする建玉明細の[品受][品渡]ボタンを
クリックします。

※品受・品渡は建玉明細ごとにご注文いただきます。
複数明細の品受・品渡を一括で行うことはできません。

建玉一覧

建玉明細3

2

2.信用取引
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内容を確認し、[確定]をクリックします。

①数量：注文数量を設定します。

➁取引暗証番号：取引暗証番号を入力します。

①、②を入力し、[確認]をクリックすると、確認画面が
表示されます。

4 品渡入力

5 確認画面

6 注文受付

1

2

1

2

※

品渡注文時は、口座区分選択をします。

品受注文時の口座区分は、信用建玉の口座区分を

引き継ぎます。

注文受付完了となります。

品受入力

※

2.信用取引



53

①銘柄選択エリア：
取引する銘柄を選択できます。

②銘柄情報：
銘柄情報(名称、コード、市場)/時価情報が表示されます。※市場は「米国」のみ

③口座区分：
口座区分が表示されます。

④買付可能額：
買付可能額が表示されます。

⑤注文発注エリア：

数量/決済通貨/預り区分/執行条件/注文期限等を設定できます。指値を入力すると、円貨および

外貨での参考価格を確認できます。

⑥情報ボード：
選択した銘柄の価格/チャート/ニュース/T＆S/個別/信用を確認できます。
【詳細】
・価格:四本値、VWAP、出来高など当日の銘柄情報を確認できます。
・チャート:銘柄のチャート情報を確認できます。右クリックで時間足を変更できます。
・ニュース:銘柄に関するニュースを閲覧できます。
・T＆S:歩み値を確認できます。T&S は、｢Time & Scale｣の略です。
・個別:銘柄に関する基本情報、PER、ROEなどの指標、業績や企業情報を確認できます。

⑦チャート：
[チャート]をクリックすると選択した銘柄のチャートを別画面に表示できます。

3-1. 画面構成

1

2

3

5

6

4

7

3.現物取引(外国株)
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3-2. 現物買通常注文(成行) 

価格を指定せずに買う注文方法です。

2 注文入力画面

メニューバー[注文]、もしくは[全メニュー]をクリックし、項目一覧より[現物 買発注] をクリックすると、

現物買発注画面が表示されます。

1
メニューバー

3.現物取引(外国株)

1

2

3

7

①～⑦を設定し、[注文確認]をクリックすると、確認画
面が表示されます。

※参考価格(円)は「株価×株数×参考レート」を元に表示しています。
参考レートは前営業日の約定レートとなり、実際に約定価格の
計算に用いる約定レートとは異なります。

①銘柄：コードまたは[ ]ボタンより銘柄を選択します。

②数量：注文数量を設定します。

③注文条件：通常注文を選択します。

④決済通貨：円またはUSDを選択します。

⑤預り区分：保護または日本株信用代用を選択します。

※信用取引(日本株)の担保として利用する場合、「日本株信
用代用」を選択ください。

⑥執行条件：成行を選択します。

⑦注文期限：注文の有効期限を指定します。

※確認画面を表示しない設定の場合、確認画面は表示されず即注文が執行されます。

確認画面は[設定]＞[取引暗証番号の設定]＞[確認画面設定]より設定できます。

(詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-3.取引暗証番号設定」参照。)

※口座区分は[設定]＞[注文設定]＞[デフォルト設定]より変更できます。

(詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-2.注文設定」参照。)

※ご注文の際は、「8-1.注文に関する注意事項」を必ずお読みください。

4

5
6

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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確認画面

4 注文受付

【アプリケーションを終了するまで、取引暗証番号を省略する】

取引ツールを終了するまで、取引暗証番号の入力が省略できます。

注文内容を確認のうえ、取引暗証番号を入力し、
[注文]をクリックすると注文受付となります。

※内部者登録情報をもとに、内部者取引に該当するお
それがあると当社が判断した場合は、注文時に確認
メッセージが表示されます。その場合は、インサイダー取
引に該当しないことをご申告(チェックを入力)されない
限り注文を発注できません。

注文受付完了となります。

※注文受付通知の表示設定は、[設定]＞[通知設定]>インフォメーションビューより設定できます。
(詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-7.通知設定」参照。)

3

3.現物取引(外国株)

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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3-3. 現物買通常注文(指値) 

価格を指定して発注する注文方法です。

メニューバー

注文入力画面

メニューバー[注文]、もしくは[全メニュー]をクリックし、項目一覧より[現物 買発注]をクリックすると、

現物買発注画面が表示されます。

1

2

3.現物取引(外国株)

4

7

1

2

3

①～ ⑦を設定し、[注文確認]をクリックすると、確認画
面が表示されます。

※参考価格(円)は「株価×株数×参考レート」を元に表示しています。
参考レートは前営業日の約定レートとなり、実際に約定価格の計算
に用いる約定レートとは異なります。

①銘柄：コードまたは[ ]ボタンより銘柄を選択します。

②数量：注文数量を設定します。

③注文条件：通常注文を選択します。

④決済通貨：円またはUSDを選択します。

⑤預り区分：保護または日本株信用代用を選択します。
※信用取引(日本株)の担保として利用する場合、「日本株信
用代用」を選択ください。

⑥執行条件：指値を選択し、注文価格を入力します。

⑦注文期限：注文の有効期限を指定します。

※確認画面を表示しない設定の場合、確認画面は表示されず即注文が執行されます。

確認画面は[設定]＞[取引暗証番号の設定]＞[確認画面設定]より設定できます。

(詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-3.取引暗証番号設定」参照。)

※口座区分は[設定]＞[注文設定]＞[デフォルト設定]より変更できます。

(詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-2.注文設定」参照。)

※ご注文の際は、「8-1.注文に関する注意事項」を必ずお読みください。

5
6

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf


57

確認画面
3

4 注文受付

【アプリケーションを終了するまで、取引暗証番号を省略する】

取引ツールを終了するまで、取引暗証番号の入力が省略できます。

注文内容を確認のうえ、取引暗証番号を入力し、
[注文]をクリックすると注文受付となります。

※内部者登録情報をもとに、内部者取引に該当するお
それがあると当社が判断した場合は、注文時に確認
メッセージが表示されます。その場合は、インサイダー取
引に該当しないことをご申告(チェックを入力)されない
限り注文を発注できません。

注文受付完了となります。

※注文受付通知の表示設定は、[設定]＞[通知設定]>インフォメーションビューより設定できます。
(詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-7.通知設定」参照。)

3.現物取引(外国株)

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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3-4. 現物買特殊注文(IFDONE) 

価格を指定して発注する注文方法です。

2 注文入力画面

メニューバー

メニューバー[注文]、もしくは[全メニュー]をクリックし、項目一覧より[現物 買発注]をクリックすると、

現物買発注画面が表示されます。

1

3.現物取引(外国株)

①～⑧を設定し、[注文確認]をクリックすると、確認画面
が表示されます。

※参考価格(円)は「株価×株数×参考
レート」を元に表示しています。
参考レートは前営業日の約定レートとな
り、実際に約定価格の計算に用いる約
定レートとは異なります。

①銘柄：コードまたは[ ]ボタンより銘柄を選択します。

②数量：注文数量を設定します。

③決済通貨：円またはUSDを選択します。

④注文条件：IFDONEを選択します。

⑤預り区分：保護または日本株信用代用を選択します。
※信用取引(日本株)の担保として利用する場合、「日本株信用
代用」を選択ください。

⑥IF注文：買注文の発注条件を入力します。
成行：成行注文を選択でき、価格を指定せずに発注します。
指値：指値注文を選択でき、入力した価格で発注します。
※指値注文の入力方法は「1-3.現物買通常注文(指値)」参照。

⑦DONE注文：買注文を発注する時点で、買付約定後の売却注
文を同時に注文することができます。

指値：入力した価格で発注します。
※指値注文の入力方法は「1-3.現物買通常注文(指値)」参照。
※米国株では、逆指値注文は選択できません。

⑧注文期限：注文の有効期限を指定します。

5

7

1

2

4

8

※確認画面を表示しない設定の場合、確認画面は表示されず即注文が執行されます。

確認画面は[設定]＞[取引暗証番号の設定]＞[確認画面設定]より設定できます。

(詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-3.取引暗証番号設定」参照。)

※口座区分は[設定]＞[注文設定]＞[デフォルト設定]より変更できます。

(詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-2.注文設定」参照。)

※ご注文の際は、「8-1.注文に関する注意事項」を必ずお読みください。

3

6

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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確認画面3

【アリプケーションを終了するまで、取引暗証番号を省略する】

取引ツールを終了するまで、取引暗証番号の入力が省略できます。

注文内容を確認のうえ、取引暗証番号を入力し、
[注文]をクリックすると注文受付となります。

※内部者登録情報をもとに、内部者取引に該当するお
それがあると当社が判断した場合は、注文時に確認
メッセージが表示されます。その場合は、インサイダー取
引に該当しないことをご申告(チェックを入力)されない
限り注文を発注できません。

注文受付完了となります。

※注文受付通知の表示設定は、[設定]＞[通知設定]>インフォメーションビューより設定できます。
(詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-7.通知設定」参照。)

4 注文受付

3.現物取引(外国株)

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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3-5. 現物売通常注文(成行) 

メニューバー[注文]、もしくは[全メニュー]をクリックし、項目一覧より[現物 売発注]をクリックすると、

注文入力画面が表示されます。

売却希望銘柄の[売却]をクリックすると、売却注文入力画面が表示されます。

価格を指定せずに売る注文方法です。

メニューバー
1

3.現物取引(外国株)
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注文入力画面2

3 確認画面

【アプリケーションを終了するまで、取引暗証番号を省略する】

取引ツールを終了するまで、取引暗証番号の入力が省略できます。

注文受付4

注文内容を確認のうえ、取引暗証番号を入力し、
[注文]をクリックすると注文受付となります。

※内部者登録情報をもとに、内部者取引に該当するお
それがあると当社が判断した場合は、注文時に確認
メッセージが表示されます。その場合は、インサイダー取
引に該当しないことをご申告(チェックを入力)されない
限り注文を発注できません。

注文受付完了となります。

※注文受付通知の表示設定は、[設定]＞[通知設定]>インフォメーションビューより設定できます。
(詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-7.通知設定」参照。)

3.現物取引(外国株)

1

※参考価格(円)は「株価×株数×参考レート」を元に表示しています。
参考レートは前営業日の約定レートとなり、実際に約定価格の計算に
用いる約定レートとは異なります。

①～④を設定し、[注文確認]をクリックすると、確認画
面が表示されます。

①数量：注文数量を設定します。

②決済通貨：円またはUSDを選択します。

③執行条件：成行を選択します。

④注文期限：注文の有効期限を指定します。3

4

※確認画面を表示しない設定の場合、確認画面は表示されず即注文が執行されます。

確認画面は[設定]＞[取引暗証番号の設定]＞[確認画面設定]より設定できます。

(詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-3.取引暗証番号設定」参照。)

※口座区分は[設定]＞[注文設定]＞[デフォルト設定]より変更できます。

(詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-2.注文設定」参照。)

※ご注文の際は、「8-1.注文に関する注意事項」を必ずお読みください。

2

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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3-6. 現物売通常注文(指値) 

価格を指定して売る注文方法です。

メニューバー[注文]、もしくは[全メニュー]をクリックし、項目一覧より[現物 売発注]をクリックすると、

注文入力画面が表示されます。

売却希望銘柄の[売却]をクリックすると、売却注文入力画面が表示されます。

メニューバー
1

3.現物取引(外国株)
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注文入力画面

3 確認画面

【アプリケーションを終了するまで、取引暗証番号を省略する】

取引ツールを終了するまで、取引暗証番号の入力が省略できます。

注文内容を確認のうえ、取引暗証番号を入力し、
[注文]をクリックすると注文受付となります。

※内部者登録情報をもとに、内部者取引に該当するお
それがあると当社が判断した場合は、注文時に確認
メッセージが表示されます。その場合は、インサイダー取
引に該当しないことをご申告(チェックを入力)されない
限り注文を発注できません。

注文受付完了となります。

※注文受付通知の表示設定は、[設定]＞[通知設定]>インフォメーションビューより設定できます。
(詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-7.通知設定」参照。)

2

注文受付4

3.現物取引(外国株)

①～④を設定し、[注文確認]をクリックすると、確認画
面が表示されます。

①数量：注文数量を設定します。

②決済通貨：円またはUSDを選択します。

③執行条件：指値を選択し、注文価格を入力します。

④注文期限：注文の有効期限を指定します。

1

4

2

※確認画面を表示しない設定の場合、確認画面は表示されず即注文が執行されます。

確認画面は[設定]＞[取引暗証番号の設定]＞[確認画面設定]より設定できます。

(詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-3.取引暗証番号設定」参照。)

※口座区分は[設定]＞[注文設定]＞[デフォルト設定]より変更できます。

(詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-2.注文設定」参照。)

※ご注文の際は、「8-1.注文に関する注意事項」を必ずお読みください。

3

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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4-1. トレード板発注 画面構成

リアルタイムで表示される板画面から発注ができます。
注文が板上に表示され、マウス操作で指値訂正や取消が可能です。

メニューバー[注文]、もしくは[全メニュー]をクリックし、項目一覧より[トレード板]をクリックすると、
トレード板画面が表示されます。

4.トレード板発注

メニューバー
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①情報エリア：銘柄の切替えに加え、選択銘柄に関する基本情報や買付/建玉可能額等が表示されます。

➁発注エリア：発注時の執行条件等を入力します。

③板表示エリア：板状況の確認や発注操作を行います。

※東証FLEX MBO 板情報サービス対象の方は、制限値幅まですべての板状況を

ご覧になれます。

④照会エリア：注文中/保有の左にある[＞]をクリックすると、その銘柄の注文照会・残高照会画面が表示

されます。

2

1

3

4

※トレード板発注画面では、米国株式取引はできません。

4.トレード板発注

トレード板画面
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①銘柄コードか銘柄名を直接入力し、Enterキーを押すと銘柄を検索できます。

②銘柄検索ダイアログが表示されます。キーワードで銘柄検索ができます。

③口座区分が表示されます。

④トレード板登録リスト①～③の切替ができます。※最大3枚まで表示できます。

⑤画面右側に銘柄情報が表示されます。

⑥銘柄連動キーが表示されている他の画面と、銘柄情報をリンクさせることができます。

(銘柄連動の詳細は、操作マニュアル「1.はじめに：5-9.銘柄連動」参照。)

⑦タブごとに銘柄を登録できます。トレード板1枚につき最大20銘柄まで登録できます。
空白のタブをクリックし、①または②で銘柄を検索すると、自動的に銘柄登録が完了します。

登録銘柄を変更するには、再度銘柄を検索してください。

登録銘柄を削除するには、タブの右上にある[×]マークをクリックしてください。

⑧選択銘柄の基本情報、規制情報などを確認できます。

①現物・信用(新規)・返済の別と、口座区分を選択します。

②注文内容の一部を固定することができます。

(ロックボタンの詳細は、操作マニュアル「1.はじめに：5-10.ロックボタン」参照。)

③カーソルを合わせると現物の場合は「買付可能額」、信用の場合は「建玉可能額」 と「預託率」が表示

されます。

④発注株数を指定します。

直接入力できるほか、補助キーを使って設定した単元株数毎に増やすこともできます。

※「C]はクリアを意味します。

1

4

21 3 4 5 6

7

8

2 3

4.トレード板発注

情報エリア

発注エリア

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_01.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_01.pdf
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1 2 3

4

5

6

7

8 9 10 11

12 14 15 16

123

13 1817

①保有株建玉が表示されます。※現物・信用を同時に保有している場合はTOTAL欄に合計数量(売買単位)が表示されます。

②注文中の株数が表示されます。

③市場の売買注文の株数が表示されます。

④クリックすると、中心値段を画面の中央に表示させます。

⑤成行の行で買または売をクリックすると、執行条件を成行にして発注します。

⑥最良買気配を表します。同じエリアに以下の内容が表示される場合があります。

始：予想始値 終：予想終値 特：特別気配

⑦当日の高値・安値を表すラインです。赤線⇒高値、青線⇒安値を表します。
⑧各気配値ごとの発注数量の累計が表示されます。
最良気配から順番に発注数量を足し、最良気配から〇本目までの累計数量が〇株と表示されます。
これにより買気配・売気配のバランスが一目で分かります。

⑨引けの注文数量が表示されます。

⑩各気配値ごとの注文数量が表示されます。⑨にチェックが付いている場合、引けの注文件数も表示されます。

⑪注文期限を指定します。

⑫発注時の確認画面を省略することができます。

※確認画面を省略した場合、発注ボタンクリックと同時に発注されますのでご注意ください。

⑬発注ボタンの画面表示、及び注文確認画面が省略され、ワンクリックで即注文の執行が可能となります。

⑭寄り前の始値予想や引け前の終値予想が表示されます。

⑮建玉の一部を返済する場合の返済順序を選択します。

返済順序は、トレード板で選択されている順序が優先しますが、「設定」＞「注文設定」＞「建玉の優先順位」を変更した場合、

そのレイアウト内にあるトレード板の順序は上書き変更されます。

⑯ON/OFFで圧縮板モードへ切り替えます。圧縮板モードONの場合、気配のない価格帯が非表示となります。

⑰ON/OFFで中心値(現値)固定モードへ切り替えます。中心値(現値)固定ONの場合、気配板の中心が中心値(現値)で

固定されます。

⑱気配表示エリア左(買建玉の左隣)に出来高列の追加を行い、価格帯別の出来高を表示します。

4.トレード板発注

板情報エリア
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板発注画面(デフォルト)の下部には、注文照会画面と残高(建玉)照会画面が隠れています。

赤枠内の「＞」ボタンをクリックすると画面が展開し、注文内容や保有残高を

確認することができます。

※選択している銘柄の注文内容や保有残高の表示となります。

4.トレード板発注

照会エリア
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赤枠で囲まれたエリアにマウスカーソル移動します。

※株数は黄枠内の数量入力欄にて設定できます。

直接入力のほか、マウスホイールの上下・[▲][▼]で

株数を指定することもできます。

メニューバー

4-2. トレード板発注 買付/新規

リアルタイムで表示される板画面をクリックすることで簡易的に買い/信用新規発注ができます。

2 板発注画面

ロックボタン：
設定することにより、現物/信用などの商品区分や数量、
値段、注文期限等が、発注後も保持されます。

(ロックボタンの詳細は、操作マニュアル「1.はじめに：5-
10.ロックボタン」を参照。)

※売買区分が未選択の場合は保持されませんので
ご注意ください。

メニューバー[注文]、もしくは[全メニュー]をクリックし、項目一覧より[トレード板]をクリックすると、

トレード板画面が表示されます。

1

4.トレード板発注
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赤枠内の「買」エリアの中で、買付希望の価格帯をクリックすると、発注画面が表示されます。

※発注画面にて株数を指定することもできます。
[注文]をクリックすると、指値注文が発注されます。
発注後、即時約定しない場合には、「注文」エリアに自身の未約定注文株数が表示されます。

赤枠内の「買」エリアをクリックすると、発注画面が表示されます。

※発注画面にて株数を指定することもできます。
[注文]をクリックすると、成行注文が発注されます。

3 指値注文

成行注文

4.トレード板発注
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保有株(保有建玉)をドラッグして、売却(返済)
希望の価格帯でドロップします。

価格、株数など注文条件を選択、確認をし、
[注文]をクリックします。
※建玉は、[設定]＞[注文設定]＞

[建玉選択の優先順位]順に選択されます (注文設定
の詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-2.注文
設定」参照)。

注文内容を確認、取引暗証番号を入力し、
[注文]をクリックすると、発注されます。

メニューバー

4-3.トレード板発注 売却/返済

リアルタイムで表示される板画面をクリックすることで簡易的に売り/信用返済注文ができます。

2 板発注画面

注文確認画面3 注文受付

メニューバー[注文]、もしくは[全メニュー]をクリックし、項目一覧より[トレード板]をクリックすると、

トレード板画面が表示されます。

注文受付完了となります。

1

4.トレード板発注

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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訂正希望の価格帯に
ドラッグ＆ドロップで訂正すること
ができます。

注文を訂正したい価格へドラッグ＆ドロップすると確認画面が表示されます。
[訂正]をクリックすると、訂正完了となります。

返済する建玉の変更は、注文取消後に改めて返済注文の発注が必要です(詳細は、「7-3.注文取消(個
別)」参照)。
[確認省略]にチェックを付けることで、確認画面を省略することが可能です。

(詳細は、操作マニュアル「7.各種設定：1-3.取引暗証番号設定」参照。)
※確認画面を省略した場合、訂正操作と同時に即時訂正注文が発注されますのでご注意ください。

4-4.トレード板発注 訂正

板注文のエリア上で、マウス操作による注文価格の訂正ができます。

メニューバー

2 板発注画面

メニューバー[注文]、もしくは[全メニュー]をクリックし、項目一覧より[トレード板]をクリックすると、

トレード板画面が表示されます。

1

4.トレード板発注

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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注文中のエリアを右クリックすると、個別取消が
可能です。

[消]ボタンをクリックすると、一括取消が可能です。

[消]ボタンをクリックすると、複数の
注文をまとめて取消することが
できます。

4-5.トレード板発注 取消

マウス取引(板発注画面)の取消には、｢個別取消｣｢一括取消｣の2通りがあります。

メニューバー

2 個別取消 一括取消

右クリックをして、個別に
取消することができます。

メニューバー[注文]、もしくは[全メニュー]をクリックし、項目一覧より[トレード板]をクリックすると、

トレード板画面が表示されます。

1

4.トレード板発注



74

よりスピーディーな発注が可能です。なお、スピード注文画面は省スペース設計であるため、チャートや板などの
情報を併せてご利用いただくと便利です。

①銘柄検索エリア：銘柄コードか銘柄名を直接入力し、Enterキーを押すと銘柄を検索できます。

②銘柄検索ボタン：銘柄検索ダイアログが表示されます。キーワードで絵銘柄検索ができます。

③システム設定ボタン：スピード注文に関する設定画面を呼び出します。

④ 銘柄連動： 銘柄連動キーが表示されている他の画面と、銘柄情報をリンクさせることができます。

(銘柄連動の詳細については、操作マニュアル「1.はじめに：5-9.銘柄連動キー」参照。)

⑤数量入力フォーム：注文数量を直接入力いただくか、マウスホイールの上下・[▲][▼]で株数を指定します。

※発注後、最低単元株数にリセットされますので、新規注文の都度、数量をご指定ください。

※お客様の操作以外に、買付可能額や建玉可能額、評価損益または概算当日損益などの項目に更新があった場合、

数量がリセットされますので、都度、数量をご指定ください。

⑥許容TICK：例えば「2」と入力して[買]ボタンをクリックした場合、クリックした価格の2TICK上を指定した買指値IOCを発注します。
※IOC注文は、注文執行時の価格で即時に一部または全数量約定させ、約定しなかった数量はすぐに失効する注文方法です。

⑦複数気配表示：チェックを入れると複数表示モードになります。

⑧売注文ボタン：買いの最良気配がリアルタイム表示されます。複数気配表示モードの場合、追加で2Tick分の情報も表示されます。

⑨買注文ボタン：売りの最良気配がリアルタイム表示されます。複数気配表示モードの場合、追加で2Tick分の情報も表示されます。

⑩保有数量：売却/返済が可能な売株数/建玉を表示します。

⑪平均単価：保有単価の平均値を表示します。

⑫評価損益：平均単価と現在値の差分に株数をかけた値です。※リアルタイム更新

⑬取引区分：取引の種類を選択します。

※AS発注：新規/返済の区別のない注文となり、建玉を保有している場合、システム設定の「建玉選択の優先順位」順に返済さ
れます。保有建玉がない場合は、新規注文が発注されます。

5.スピード注文

7

5-1. スピード注文 画面構成

4321

5

6

9

10

11

12

13

8

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_01.pdf


75

②[ ]ボタンをクリックすると、システム設定画面が表示されます。

スピード注文をより便利にご利用いただくための初期設定方法です。

5-2. スピード注文 利用前の初期設定

[注文設定]タブをクリックします。

[現物口座区分] [米国預り区分][信用区分]

で、それぞれ希望の設定を選択し、[OK]をクリック

すると、設定が完了します。

[取引暗証番号の設定]タブをクリックします。

・取引暗証番号の設定
取引暗証番号省略の設定ができます。

取引暗証番号を入力しておくことにより、どの発注

画面でも取引暗証番号の入力を省略できます。

・確認画面設定

確認省略の設定ができます。有効にすると、注文

確認画面が省略されます。

①確認省略の設定をします。
「確認省略」にチェックを入れると、注文確認画面が省略
されます。

区分の設定をします。 取引暗証番号・確認省略の設定をします。

2

1

5.スピード注文

注文初期設定
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①～④を設定し、[買]をクリックすると、注文確認画面が
表示されます。

メニューバー

5-3. スピード注文 現物買付

リアルタイム表示されている最良気配(買注文ボタン)をクリックすることでスピーディーな現物買注文ができます。

2 スピード注文画面

1

2

4

3 ①銘柄：銘柄コードまたは[ ]ボタンより銘柄を選択します。

②数量：注文数量を設定します。

※発注後、最低単元株数にリセットされますので、新規注文の

都度、数量をご指定ください。

※お客様の操作以外に、買付可能額や建玉可能額、評価損益

または概算当日損益などの項目に更新があった場合、数量が

リセットされますので、都度、数量をご指定ください。

③許容TICK：例えば「2」と入力して[買]ボタンをクリックした場合、
クリックした価格の2TICK上を指定した買指値IOCを発注します。

※IOC注文は、注文執行時の価格で即時に一部または全数量を
約定させ、約定しなかった数量はすぐに失効する注文方法です。

④取引区分：[現物]を選択します。

メニューバー[注文]、もしくは[全メニュー]をクリックし、項目一覧より[スピード注文]をクリックすると、

スピード注文画面が表示されます。

1

5.スピード注文

※確認画面を表示しない設定の場合、確認画面は表示されず即注文が執行されます。

確認画面は[設定]＞[取引暗証番号の設定]＞[確認画面設定]より設定できます。

(詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-3.取引暗証番号設定」参照。)

※口座区分は[設定]＞[注文設定]＞[デフォルト設定]より変更できます。

(詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-2.注文設定」参照。)

※ご注文の際は、「8-1.注文に関する注意事項」を必ずお読みください。

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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確認画面

4 注文受付

【アプリケーションを終了するまで、取引暗証番号を省略する】

取引ツールを終了するまで、取引暗証番号の入力が省略できます。

注文受付完了となります。

※注文受付通知の表示設定は、[設定]＞[通知設定]>インフォメーションビューより設定できます。
(詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-7.通知設定」参照。)

注文内容を確認のうえ、取引暗証番号を入力し、
[注文]をクリックすると注文受付となります。

※内部者登録情報をもとに、内部者取引に該当するお
それがあると当社が判断した場合は、注文時に確認
メッセージが表示されます。その場合は、インサイダー取
引に該当しないことをご申告(チェックを入力)されない
限り注文を発注できません。

3

5.スピード注文

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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メニューバー

5-4. スピード注文 現物売却

リアルタイム表示されている最良気配(売り注文ボタン)をクリックすることでスピーディーな現物売り注文ができます。

2 スピード注文画面

①～④を設定し、[売]をクリックすると、注文確認画面が
表示されます。

1

2 3

1

メニューバー[注文]、もしくは[全メニュー]をクリックし、項目一覧より[スピード注文]をクリックすると、

スピード注文画面が表示されます。

4

5.スピード注文

※確認画面を表示しない設定の場合、確認画面は表示されず即注文が執行されます。

確認画面は[設定]＞[取引暗証番号の設定]＞[確認画面設定]より設定できます。

(詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-3.取引暗証番号設定」参照。)

※ご注文の際は、「8-1.注文に関する注意事項」を必ずお読みください。

①銘柄：銘柄コードまたは[ ]ボタンより銘柄を選択します。

②数量：注文数量を設定します。

※発注後、最低単元株数にリセットされますので、新規注文の

都度、数量をご指定ください。

※お客様の操作以外に、買付可能額や建玉可能額、評価損益

または概算当日損益などの項目に更新があった場合、数量が

リセットされますので、都度、数量をご指定ください。

③許容TICK：例えば「2」と入力して[買]ボタンをクリックした場合、
クリックした価格の2TICK上を指定した買指値IOCを発注します。

※IOC注文は、注文執行時の価格で即時に一部または全数量を
約定させ、約定しなかった数量はすぐに失効する注文方法です。

④取引区分：[現物]を選択します。

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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確認画面

注文受付

【アプリケーションを終了するまで、取引暗証番号を省略する】

取引ツールを終了するまで、取引暗証番号の入力が省略できます。

注文受付完了となります。

※注文受付通知の表示設定は、[設定]＞[通知設定]>インフォメーションビューより設定できます。
(詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-7.通知設定」参照。)

注文内容を確認のうえ、取引暗証番号を入力し、
[注文]をクリックすると注文受付となります。

※内部者登録情報をもとに、内部者取引に該当するお
それがあると当社が判断した場合は、注文時に確認
メッセージが表示されます。その場合は、インサイダー取
引に該当しないことをご申告(チェックを入力)されない
限り注文を発注できません。

3

4

5.スピード注文

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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①～⑤を設定し、[買]もしくは[売]をクリックすると、

注文確認画面が表示されます。

5-5. スピード注文 信用新規

リアルタイム表示されている最良気配(買いまたは売り注文ボタン)をクリックすることで、スピーディーな信用新規
注文ができます。

2 スピード注文画面

1

2 3

4 5

メニューバー[注文]、もしくは[全メニュー]をクリックし、項目一覧より[スピード注文]をクリックすると、

スピード注文画面が表示されます。

メニューバー
1

5.スピード注文

※確認画面を表示しない設定の場合、確認画面は表示されず即注文が執行されます。

確認画面は[設定]＞[取引暗証番号の設定]＞[確認画面設定]より設定できます。

(詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-3.取引暗証番号設定」参照。)

※口座区分は[設定]＞[注文設定]＞[デフォルト設定]より変更できます。

(詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-2.注文設定」参照。)

※ご注文の際は、「8-1.注文に関する注意事項」を必ずお読みください。

①銘柄：銘柄コードまたは[ ]ボタンより銘柄を選択します。

②数量：注文数量を設定します。

※発注後、最低単元株数にリセットされますので、新規注文の

都度、数量をご指定ください。

※お客様の操作以外に、買付可能額や建玉可能額、評価損益

または概算当日損益などの項目に更新があった場合、数量が

リセットされますので、都度、数量をご指定ください。

③許容TICK：例えば「2」と入力して[買]ボタンをクリックした場合、
クリックした価格の2TICK上を指定した買指値IOCを発注します。

※IOC注文は、注文執行時の価格で即時に一部または全数量を
約定させ、約定しなかった数量はすぐに失効する注文方法です。

④取引区分： [信用新規]を選択します。

⑤信用区分：制度/無期限/1日を選択します。

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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確認画面3

4 注文受付

【アプリケーションを終了するまで、取引暗証番号を省略する】

取引ツールを終了するまで、取引暗証番号の入力が省略できます。

注文内容を確認のうえ、取引暗証番号を入力し、
[注文]をクリックすると注文受付となります。

※内部者登録情報をもとに、内部者取引に該当するお
それがあると当社が判断した場合は、注文時に確認
メッセージが表示されます。その場合は、インサイダー取
引に該当しないことをご申告(チェックを入力)されない
限り注文を発注できません。

注文受付完了となります。

※注文受付通知の表示設定は、[設定]＞[通知設定]>インフォメーションビューより設定できます。
(詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-7.通知設定」参照。)

5.スピード注文

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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①～⑤を設定し、[買]もしくは[売]をクリックすると、注
文確認画面が表示されます。

5-6. スピード注文 信用返済

リアルタイム表示されている最良気配(買いまたは売り注文ボタン)をクリックすることで、スピーディーな信用返済
注文ができます。

1

2 3

4 5

①銘柄：コード番号または[ ]ボタンより銘柄を選択します。

②数量：注文数量を設定します。

※発注後、最低単元株数にリセットされますので、新規注文の

都度、数量をご指定ください。

※お客様の操作以外に、買付可能額や建玉可能額、評価損益

または概算当日損益などの項目に更新があった場合、数量が

リセットされますので、都度、数量をご指定ください。

③許容TICK：例えば「2」と入力して[買]ボタンをクリックした場合、
クリックした価格の2TICK上を指定した買指値IOCを発注します。

※IOC注文は、注文執行時の価格で即時に一部または全数量を
約定させ、約定しなかった数量はすぐに失効する注文方法です。

④取引区分：[AS発注]を選択します。

⑤信用区分：制度/無期限/1日を選択します。

メニューバー[注文]、もしくは[全メニュー]をクリックし、項目一覧より[スピード注文]をクリックすると、

スピード注文画面が表示されます。

メニューバー
1

2 スピード注文画面

5.スピード注文

※確認画面を表示しない設定の場合、確認画面は表示されず即注文が執行されます。

確認画面は[設定]＞[取引暗証番号の設定]＞[確認画面設定]より設定できます。

(詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-3.取引暗証番号設定」参照。)

※ご注文の際は、「8-1.注文に関する注意事項」を必ずお読みください。

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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確認画面3

4 注文受付

【アプリケーションを終了するまで、取引暗証番号を省略する】

取引ツールを終了するまで、取引暗証番号の入力が省略できます。

注文内容を確認のうえ、取引暗証番号を入力し、
[注文]をクリックすると注文受付となります。

※内部者登録情報をもとに、内部者取引に該当するお
それがあると当社が判断した場合は、注文時に確認
メッセージが表示されます。その場合は、インサイダー取
引に該当しないことをご申告(チェックを入力)されない
限り注文を発注できません。

注文受付完了となります。

※注文受付通知の表示設定は、[設定]＞[通知設定]>インフォメーションビューより設定できます。
(詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-7.通知設定」参照。)

5.スピード注文

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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6.バスケット登録・発注

6-1. バスケット登録・発注

あらかじめ注文内容を入力しておき、任意のタイミングで一括発注を行うことができます。

一度発注を行った後も、何度でも同じ条件での一括発注ができます。

メニューバー

メニューバー[多機能発注]、もしくは[全メニュー]をクリックし、項目一覧より[バスケット発注]をクリックすると、
バスケット発注画面が表示されます。

1
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①発注する銘柄にチェックを入れます。チェックをした注文内容については一括発注を行うことができます。

②銘柄コードを入力し[Enter]をクリックすると、銘柄が登録されます。

③市場を選択します。

④取引区分を選択します。

⑤買/売を選択します。

⑥決済通貨を選択します。※米国株式の場合

⑦預り区分を選択します。※米国株式の場合

⑧成行/指値を選択します。

⑨指値の場合注文価格を設定します。

⑩数量を設定します。

⑪口座区分を設定します。

⑫取引区分を信用にした場合、信用区分を設定します。

バスケット登録・発注

1 2 3 54 6 7 8 9 10

②~⑫を設定し、注文をしたい銘柄の①チェックボックスにチェックをつけて[発注]をクリックすると、
確認画面が表示されます。
また、バスケット登録をした注文については、プルダウンを操作することで簡易的にその注文内容を変更する
ことが可能です。

確認画面3

取引暗証番号を入力し、[OK]をクリックすると
注文受付となります。

【アプリケーションを終了するまで、取引暗証番号を省略する】

取引ツールを終了するまで、取引暗証番号の入力が省略できます。

2

6.バスケット登録・発注

※信用取引の返済の場合、[設定]＞[注文設定]＞[建玉選択の優先順位]順に建玉が選択されます。
(注文設定の詳細は、操作マニュアル「07.各種設定：1-2.注文設定」参照。)

11 12

https://kabu.dmm.com/manual/pro_plus/pro_plus_07.pdf
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7.注文訂正・取消

7-1. 画面構成

1 2 3 4

5 6 7 8 9

①商品ごとに絞り込みができます。

②注文ステータスごとに絞り込みができます。

③銘柄で絞り込みができます。

④[選択取消]/[全取消]ボタンです。

[選択取消]： ⑤で選択されている注文を取り消します。

[全取消]： 全での未約定注文を取り消します。「全取消を有効化」のチェックがついているときのみ選択が
可能になります。

⑤訂正・取消を実行する対象を指定する際に使用します。

⑥個別に注文の訂正ができます。

⑦個別に注文の取消ができます。

⑧注文内容、注文状態の詳細を確認できます。ここから訂正・取消もできます。

⑨発注済み注文の指定指値に対し、現在値がどの程度乖離しているかを表示します。

注文約定照会画面より、未約定の注文訂正・取消ができます。

注文約定照会

※返済する建玉の変更は、注文取消後に改めて返済注文の発注が必要です。

(個別注文の取消の詳細は、「7-3.注文取消(個別)」参照)。
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訂正する注文の[訂]をクリックすると、注文訂正画面が表示されます。

7-2. 注文訂正

未約定の注文を訂正できます。

メニューバー

2 訂正

メニューバー[注文]、もしくは[全メニュー]をクリックし、項目一覧より[訂正・取消(注文約定照会)]を
クリックすると、訂正・取消(注文約定照会)が表示されます。

1

7.注文訂正・取消
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数量(減株)・条件(成行⇔指値)・指値の注文価格を変更することができます。

変更後、[訂正確認]をクリックすると、確認画面が表示されます。

注文訂正画面

4 確認画面

取引暗証番号を入力し、[訂正]をクリックすると、訂正完了となります。

3

7.注文訂正・取消
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取り消しする注文の[消]をクリックすると、注文取消確認画面が表示されます。

7-3. 注文取消(個別)

未約定の注文を個別に取り消しできます。

1 メニューバー

取消

3 個別取消

[取消]をクリックすると、注文取消完了となります。

メニューバー[注文]、もしくは[全メニュー]をクリックし、項目一覧より[訂正・取消(注文約定照会)]を
クリックすると、訂正・取消(注文約定照会)画面が表示されます。

7.注文訂正・取消

2
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取り消しする注文のチェックボックスにチェックをいれ、選択取消ボタンをクリックすると、確認画面が表示されます。
確認画面にて[取消]をクリックすると、選択した注文を一括で取消します。

｢全取消を有効化｣にチェックをいれ、[全取消]ボタンをクリックすると確認画面が表示されます。
確認画面にて[取消]をクリックすると、全取消が実行されます。

※全取消では、発注済の現物、信用取引の全ての注文を取り消します。
※全取消の処理は、チェックボックスにチェックを入れているかいないかを問わず全ての注文を取り消します。
※注文の取消処理完了後、必ず注文約定照会ウィンドウにて注文状況を確認してください。

7-4. 注文取消(選択)

未約定の注文を複数、同時に取り消しできます。

1 メニューバー

選択取消

全取消3

メニューバー[注文]、もしくは[全メニュー]をクリックし、項目一覧より[訂正・取消(注文約定照会)]を
クリックすると、訂正・取消(注文約定照会)画面が表示されます。

7.注文訂正・取消

2
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【成行注文について】

・成行買注文の際の「概算約定金額」は、基準値（前営業日の終値または最終気配値）から制限値幅を加味したストップ高を基準に
計算し、「買付可能額」から差し引かれ、拘束されます。また、成行売注文の際の「概算約定金額」は基準値（前営業日の終値または
最終気配値）から制限値幅を加味したストップ安を基準に計算されます。
・株価が大幅に変動すると、思いもよらない価格で約定する場合がございます。また、2単元以上の注文の場合、注文を発注する際
の相手方の注文数が少なかった場合、複数の価格で約定する可能性もございます。

【指値注文について】

・注文価格と現在値が同じであっても、時間優先の原則によりすぐに約定しない場合がございます。

・当日中注文の他、30日先まで発注可能です。

・信用新規売建を指値でご注文された場合の「概算約定金額」や注文後の建玉可能額は、基準値（前営業日の終値または最終気配

値）から制限値幅を加味したストップ高を基準に計算されます。新規売建の指値注文が約定した場合には、実際の約定金額と概算約

定金額との差額が余力へ戻ります。

・期間指定注文を発注されている場合、「概算約定金額」や注文後の建玉可能額は毎営業日値洗いし、再計算されます。また、再計算

において、終値または最終気配値が高くなり、お客様の信用余力が不足した場合、注文は失効します。

【逆指値注文について】

・指定した価格に到達しないと、注文は取引所に発注されません。指定した価格に到達すると注文は取引所に発注され、発注後は指定し

た指値もしくは成行の注文が有効になります。

・取引所に発注された後の動向によっては、指定した価格と異なる価格で約定する場合があります。また、取引所の動向によっては逆指値

注文が約定しない場合もあります。

・買付をする際にトリガー価格を[以上]に設定する場合、現在値以上の価格を設定すると、トリガーが即時に発動し、設定した指値/成行

注文が発注されますので、ご注意ください。

例：現在値100円、株価が100円以上になったら下記条件(成行)で発注

上記の場合は、トリガー価格が100円となり、現在値がすでに100円以上であるため、注文後即時にトリガーが発動し、成行注文が

発注されます。

・売却をする際にトリガー価格を[以下]に設定する場合、現在値以下の価格を設定すると、トリガーが即時に発動し、設定した指値/成行

注文が発注されますので、ご注意ください。

例：現在値100円、株価が100円以下になったら下記条件(成行)で発注

上記の場合は、トリガー価格が100円となり、現在値がすでに100円以下であるため、注文後即時にトリガーが発動し、成行注文が

発注されます。

【執行条件付注文について】

・寄成注文・・・ 『DMM株 PRO＋』にて、執行条件を「寄成」にする際は、「前場」「後場」の指定をします。

「前場」を指定した注文は前場の寄付にのみ、「後場」を指定した注文は後場の寄付にのみ有効となります。

その他の取引ツールでは、「前場」「後場」の指定はできずに、前場寄付前に発注された注文は前場の寄付にのみ、後場寄
付前に発注された注文は後場の寄付にのみ有効となり、ザラバ中に「寄成」の注文を発注しますと失効する仕様とは異なり
ますので、ご注意ください。

・寄指注文・・・ 『DMM株 PRO＋』にて、執行条件を「寄指」にする際は、「前場」「後場」の指定をします。

「前場」を指定した注文は前場の寄付にのみ、「後場」を指定した注文は後場の寄付にのみ有効となります。

その他の取引ツールでは、「前場」「後場」の指定はできずに、前場寄付前に発注された注文は前場の寄付にのみ、後場寄
付前に発注された注文は後場の寄付にのみ有効となり、ザラバ中に「寄指」の注文を発注しますと失効する仕様とは異なり
ますので、ご注意ください。

・引成注文・・・ 『DMM株 PRO＋』にて、執行条件を「引成」にする際は、「前場」「後場」の指定をします。

「前場」を指定した注文は前場引けにのみ、「後場」を指定した注文は大引けにのみ有効となります。

その他の取引ツールでは、「前場」「後場」の指定はできずに、前場引け前に発注された引成注文は前場引けにのみ有効と
なり、前場引けで値が付かなかった場合は失効します。前場引け後に発注された注文は大引のみ有効となり、大引けで約
定しなかった場合は、失効する仕様とは異なりますので、ご注意ください。

8.注意事項

当社サービスを利用される前に必ずお読みください。

8-1. 注文に関する注意事項
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・引指注文・・・ 『DMM株 PRO＋』にて、執行条件を「引指」にする際は、「前場」「後場」の指定をします。

「前場」を指定した注文は前場引けにのみ、「後場」を指定した注文は大引けにのみ有効となります。

その他の取引ツールでは、「前場」「後場」の指定はできずに、前場引け前に発注された引指注文は前場引けにのみ有効と
なり、前場引けで値が付かなかった場合は失効します。前場引け後に発注された注文は大引のみ有効となり、大引けで約
定しなかった場合は、失効する仕様とは異なりますので、ご注意ください。

・不成注文・・・ 『DMM株 PRO＋』にて、執行条件を「不成」にする際は、「前場」「後場」の指定をします。

「前場」を指定した注文は前場引けにのみ、「後場」を指定した注文は大引けにのみ有効となります。

その他の取引ツールでは、「前場」「後場」の指定はできずに、前場引け前に発注された不成注文は前場引けにのみ有効と
なり、前場引けで値が付かなかった場合は失効します。前場引け後に発注された注文は大引のみ有効となり、大引けで約
定しなかった場合は、失効する仕様とは異なりますので、ご注意ください。

前場引け/大引けに値が付かなかった場合は、不成注文は失効します。

・OCO注文・・・利益確定を狙いつつ、株価が急落した際のロスカット（損切り）売りや、株価が今後上がるか下がるか二つの状況を
想定して、指値買いと逆指値買いの注文両方を同時に発注する場合などに有効です。

・IFDONE・・・新規注文と決済注文を同時に発注する注文方法です。新規注文が成立すると、決済注文が発注されます。

Tickとは、最小単位(呼び値)のことです。例えば新規約定価格に対して、IF注文を100円の指値、DONE注文の

Tick指値を3円とした場合、新規約定代金(100円で新規約定とした場合) から3円上の価格となる103円で発注します。

・IFDONE－OCO・・・IFD注文とIOC注文を組み合わせた、買付注文から売却注文の利益確定・損切を全部セットで発注できます。

Tickとは、最小単位(呼び値)のことです。例えば新規約定価格に対して、IF注文を100円の指値、DONEの

Tick指値を3円とした場合、新規約定代金(100円で新規約定とした場合) から3円上の価格となる103円で発注
します。

・スピード注文・・・注文執行時の価格で即時に一部または全数量約定させ、約定しなかった数量はすべて失効します。
当日中注文のみとなり、期間指定注文は発注できません。

事前に許容TICKを指定し最良気配とどれだけ乖離した約定価額を許容するか設定を行います。

・返済予約注文・・・買注文（信用新規建注文）発注時、あらかじめ売注文（返済注文）も発注できます。
買注文（信用新規建注文）の全部約定後に売注文(返済注文)が執行されます。

<信用取引について>

・信用取引の返済注文では、「保有銘柄・建玉照会」で返済する建玉を個別選択することができます。

また、個別で建玉を選択しない場合、「設定」＞「注文設定」＞「建玉の優先順位」に則り、建玉が自動選択されます。

【二階建てについて】

・委託保証金として差し入れていただいている株券の銘柄と買建玉の銘柄で同一銘柄が含まれる状態を、二階建てと呼びます。
当該銘柄が値下がりした場合、通常よりも預託率の低下が早い場合が多く、追証が発生しやすくなります。当社では、市場の状態や個別
銘柄の値動き等を見て独自に「二階建制限銘柄」を選定する場合があります。二階建制限銘柄が建玉・代用有価証券に存在する場合、
新規建玉注文に対する規制や当該代用有価証券は掛目に規制を課すことがあります。

【差金決済について】

・国内株式の現物取引では、「同一銘柄」を同一受渡日に同一資金で重複して売買を行うことはできません。追加でご入金をいただいたう
えでお取引をされるか、又は翌営業日以降にお取引ください。

・米国株式の現物取引では、買付後に同一銘柄を同一受渡日となるように売却(日計り取引)した場合、当該資金を次の買付に利用す
ることができません。(ループトレード不可)追加でご入金をいただいたうえでお取引をされるか、又は翌営業日以降にお取引ください。

8.注意事項
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【ハードリミットについて】

・国内株式のハードリミットは、1発注あたり上限金額が5億円、数量の上限はありません。

・米国株式のハードリミットは、1発注あたり上限金額が5,000,000ドル、上限数量は250,000株です。

【米国株式について】
・ご注文時点・約定当日における受渡金額(円)は、直近の参考レートをもとに計算した概算値となります。
参考価格(円)は、株価×株数×参考レート(買付時はTTS、売却時はTTBを使用)が表示されます。参考レートは前営業日の約定レー
トであり、実際の約定レートとは異なりますので、ご注意ください。

・外国株式等は、国内株式同様、価格の変動等により損失が生じるおそれがあります。また、価格に変動がない場合でも、為替相場の変
動等により損失(為替差損)が生じるおそれがあります。

・米国株式の場合、値幅制限がないため、表示されている株価と比べて著しく高い値段で約定する可能性があります。

8.注意事項


